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１『
仮
面
譜
』
に
十
作
・
六
作
と
し
て
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
十
六
名
は
、
お
お
む
ね
南
北
朝
期
か
ら
室
町
後
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
面
打である。その時代は、能面の様式が形成されていく過渡期とも重なっており、後世、彼らが作ったと伝えられる面
は
、
「
作
」
の
面
と
し
て
、
能
楽
師
諸
家
の
問
で
能
面
の
規
範
作
と
見
な
さ
れ
、
そ
の
写
し
が
多
数
作
ら
れ
た
。
も
っ
と
も
、
彼
ら
の
履
歴
に
つ
い
て
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
そ
の
実
像
は
闇
に
包
ま
れ
て
い
る
。
江
戸
中
期
に
ま
と
め
ら
れ
た
「
大
野
出
目
家
伝
書
』
「面打秘伝書」「仮面譜」等には、彼ら能面形成期の面打に関して具体的な記述も見られるが、そのほとんどは全く信
頼に足らないものであり、僅かに世阿弥の「世子六十以後申楽談儀」の断片的な記事だけが、室町前期以前に活躍し
た面打についての唯一の手がかりとなっているのである。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
ホ
ウ
ラ
イ
」
も
ま
た
、
具
体
的
な
事
績
が
何
一
つ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
面
打
の
一
人
で
あ
る
。
明
和
七
年
（一七七○）の「大野出目家伝書』は「凡三百九十年」ほど前、寛政九年二七九七）の『仮面譜」は「凡三百八十年」
ほ
ど
前
の
面
打
と
し
て
、
「
宝
来
」
の
名
を
挙
げ
て
お
り
、
室
町
後
期
に
活
躍
し
た
人
物
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
大
面
打
ホ
ウ
ラ
イ
考
は
じ
め
に
宮
本
圭
造
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２テ
ル
ヲ
ヲ
ト
ル
ナ
リ
そのホウラィの素姓について、『萬聞書』は、「大和ノ国之人也。以レ作二茶第一而為二産業一、偶作し面者也」と記
す。茶笑を作るのが本職で、その片手間に能面を作った大和の住人、とするのである。この茶笑作者説は、後の『面
打秘伝書』や「謡曲仮面抄」にも受け継がれており、前者には「宝来ハ茶道ニ達ス。又能筌ヲ作ルト云。大和ノ国ノ
住
人
ナ
リ
」
、
後
者
に
は
「
宝
来
ハ
茶
道
ニ
モ
達
シ
タ
ル
人
也
」
と
あ
る
。
ま
た
、
ホ
ウ
ラ
イ
が
大
和
の
住
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
寛
文
ホウライを十作・六作の一人として位置付けるのは、『大野出目家伝書』がその最初であるが、それと同様の扱い
は既に江戸初期から行われている。すなわち、大蔵虎明『わらんべ草』が、「十作之外之上手」として、福来・増阿
ホ
ウ
ラ
イ
弥・春若・石尾・千草の五人とともに、「保来」の名を挙げているのは、その早い例といえよう。また、宝暦十一年（
一七六二の『萬聞書』にも、「実作之外名人」として、孫次郎・福来・石翁兵衛・千種などと並んで「宝来」の名が
見
え
、
室
町
期
の
面
打
に
ホ
ウ
ラ
イ
な
る
人
物
が
い
た
こ
と
は
、
江
戸
期
の
能
役
者
の
間
で
も
広
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
和の住人とするもの、越前の福来の子とするものなど諸説あって、いまだ定説を見ない。
しかるに、筆者は甲冑関係の資料を見ていく中で、面打「ホウライ」に繋がるのでは、と思われる情報を見出すこ
とが出来た。本稿はそれらを紹介して、面打「ホウライ」の実像を明らかにしようと試みるものである。なお、「ホ
ウライ」には「宝来」の字を宛てるのが通常であるが、江戸期の資料には「蓬莱」「保来」といった字を宛てたもの
もあり、「宝来」の用字が必ずしも本来ではなかった可能性が想定されることから、本稿では資料の引用箇所を除き、
特に漢字を宛てずに「ホウライ」として論を進めることとする。
る。
、
江
戸
期
の
面
打
名
譜
に
見
え
る
ホ
ウ
ラ
イ
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３面打ホウライ考
元年（一六六一）、出目満永の奥書がある「面名作者写シ本」（能楽研究所般若窟文庫蔵）にも既に見えるところである
が
、
そ
の
傍
証
は
今
の
と
こ
ろ
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
た
だ
ち
に
信
じ
る
の
は
祷
曙
さ
れ
よ
う
。
恐
ら
く
は
、
大
和
添
上
郡
に
宝
来
村
（現奈良市宝来町）の地名があることに基づく後代の付会説かと思われる。その宝来村は、「庁中漫録』の「天和三癸
亥年山城国・摂津・河内・大和国々河々為見分若御老中御越一件」に、生駒高山村（茶笑の産地）の某亭主の談として、
「茶笑之根元ハ宝来村にて有之候、当村に甚之丞と申ものあり、宝来村へ至、茶笑の仕様見習、上手に成、太閤秀吉
公へ差上ケ候処、御感心のあまり御茶莞師となり」とあるようにｓ奈良県の地名」。昭和五十六年。平凡社）、茶笑の
生産地として知られていた。それとの関わりで、ホウライを大和の茶笑作者とする説が生まれたのであろう。
「大野出目家伝書』『仮面譜』には、このホウライ茶莞作者説は採用されていない。そのことは、江戸期の能役者や
面
打
の
間
に
、
ホ
ウ
ラ
イ
の
素
姓
に
関
す
る
共
通
認
識
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
ホ
ウ
ラ
イ
の
事
績
に
つ
い
て
、
当
時
、
何
一つ確かな伝承が伝えられていなかったことを物語っているように思われる。
「大野出目家伝書」が、ホウライの諒を「氏時」とするのも疑わしい。これは「大野出目家伝書』以外には見られ
ない独自の伝承であるが、現在東京国立博物館に伝わる大癖見面の裏に、「宝来作」という出目洞水満昆による金泥
の極め書きとともに、「氏時作」の刻銘があるのに基づく説のようである。なお、この面は、かつて忍藩主阿部家の
所有であったらしい。というのは、江戸後期、阿部家の所蔵面が売却された際、その購入を検討した彦根藩から鑑定
の
依
頼
を
受
け
た
喜
多
古
能
が
、
同
藩
の
役
人
に
送
っ
た
書
状
（
彦
根
城
博
物
館
蔵
）
の
中
に
、
「
大
癒
見
宝
来
作
」
と
し
て
、
こ
の
面
のことと恩しき宝来作の大癖見面についての言及があるからである。そこには、「右裏二彫附御座候、右者宝来名乗
二御座候哉、伝来二茂承伝不申、唯今迄見当リ茂不仕候問、難弁へ候二付、此段奉申上候」とあって、この面の裏に
は
「
宝
来
」
の
諄
と
さ
れ
る
刻
銘
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
が
す
な
わ
ち
先
に
見
た
「
氏
時
作
」
と
い
う
刻
銘
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
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４れるのである。もっとも、喜多古能は、この「氏時作」の刻銘をホウライのものとは認め難いと判断して、最終的に
は「慈雲院歎、山田嘉右衛門杯――ても可有御座候哉」との極めを行っている。大癒見面の裏に見える「氏時」の刻銘
が
ホ
ウ
ラ
イ
の
謀
で
あ
る
確
証
は
ど
こ
に
も
な
く
、
こ
の
喜
多
古
能
の
判
断
は
、
正
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
「
仮
面
譜
」
成
立以前の稿本である「面之伝書」の段階では、古能も『大野出目家伝書』の記述に従って「宝来氏時」としているが、
『
仮
面
譜
』
の
段
階
で
は
単
に
「
宝
来
」
と
し
て
、
誼
を
外
し
た
形
を
採
用
し
て
い
る
。
喜多古能がこのような判断をしたのは、「氏時」とは異なる謀を刻むホウライ面の存在を、『仮面譜」編纂の段階で
知
る
に
至
っ
た
か
ら
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
喜
多
古
能
が
「
仮
面
譜
』
を
編
纂
す
る
に
あ
た
っ
て
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
、
深
尾
甚
左
衛
門
隆
紀
手
沢
本
『
大
野
出
目
家
伝
書
』
（
能
楽
研
究
所
蔵
）
の
面
打
「
宝
来
」
の
項
に
は
、
「
又
ホ
ウ
ラ
イ
タ
カ
チ
カ
ト
面
ノ
う
ら
二
有
之
も
有
、
右
之
氏
時
と
ハ
別
成
か
、
尉
女
面
多
シ
、
ツ
ョ
キ
面
ハ
ま
れ
也
、
但
し
同
人
成
共
承
ル
」
と
い
う
書
き
込
み
が
あ
り
、
「
ホ
ウ
ラ
イ
タ
カ
チ
カ
」
と
銘
が
あ
る
面
の
存
在
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
古
能
は
、
こ
の
情
報
に
基
づ
い
て
、
「
仮
面
譜
』
の
段
階
で
、
謀
「
氏
時
」
説
を
排
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
ホ
ウ
ラ
イ
タ
カ
チ
カ
ト
面
ノ
う
ら
二
有
」
面
が
、
い
ず
れ
の
所
蔵
で
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
面
で
あ
っ
た
の
か
は
一
切
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
何
よ
り
注
目
さ
れ
る
の
は
、
右
の
書
き
込
み
に
よ
っ
て
、
「
タ
カ
チ
カ
」
の
諒
を
持
つ
ホ
ウ
ラ
イ
姓
の
面
打
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
面
打
ホ
ウ
ラ
イ
の
素
姓
解
明
に
大
き
な
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
ある。現在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
「
ホ
ウ
ラ
イ
タ
カ
チ
カ
」
と
銘
の
あ
る
能
面
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
蓬
莱
高
近
」
の
刻
銘
二
、
蓬
莱
高
近
・
永
近
作
の
能
面
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５而打ホウライ考
な
ら
ば
、
こ
こ
に
具
体
的
な
作
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
後
藤
淑
氏が『民間仮面史の基礎的研究』（平成七年。錦正社）で紹介
さ
れ
て
い
る
山
形
県
酒
田
市
・
伊
藤
家
所
蔵
の
老
女
面
が
そ
れ
で
あ
る
（写真１．２）。縦皿・１×横皿・８×高さ７．６センチメー
ト
ル
。
後
藤
氏
が
「
能
面
の
老
婆
の
姿
だ
が
、
こ
れ
と
同
じ
能
面
は
な
い。形式は能面が完成する直前の頃のものではなかろうか」
と言うように、能面の完成された様式とは若干異なるところ
があり、ややふくよかな表情をした老女面といった様相の面
である。而裏は鉋目をほとんど残さず、きれいにはつられて
いて、目の裏の部分は、目尻の先を鋭角にした楕円状の、木
の
葉
の
よ
う
な
形
状
に
彫
ら
れ
て
お
り
、
眼
穴
か
ら
目
尻
の
先
に
向
かって横一本の線が入っているのが特徴となっている。額の
裏のところに「蓬莱／高近作」と刻銘があるが、この刻銘に
ついて、後藤氏は「蓬莱の意味は未詳。高近という作者も未
詳」とするにとどまっている。しかしながら、文字の並びか
ら一一一一口っても、「蓬莱」が「高近」の諒と対を成す姓であるの
は
、
ま
ず
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
老
女
面
は
蓬
莱
高
近
と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
面
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
制
作
藤Ｅ
■
写真２ 写真１
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年代など、詳しいことは分からないが、この面とともに伊藤家に所蔵されている鬼面・尉面。若い女面の三面はいず
６
れも能面の様式が確立する以前、中世の作と考えられ、またこの老女面も同じく類型化以前の様相を示していること
から、戦国期を下らぬ頃の作と見て差し支えないであろう。そして、この面の作者「蓬莱高近」が、深尾甚左衛門手
沢本『大野出目家伝書』の書き込みに見える「ホウライタカチカ」と同一人物である可能性も、きわめて高いといっ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
問
題
と
な
る
の
は
、
一
方
が
漢
字
表
記
で
あ
り
、
他
方
が
片
仮
名
表
記
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
が
、
後
述
の
よ
う
に、蓬莱作の面には、漢字で刻銘したものと、片仮名で刻銘したものとの両様あったらしいから、「蓬莱高近」の刻
銘
と
「
ホ
ウ
ラ
イ
タ
カ
チ
カ
」
の
刻
銘
と
が
併
用
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。
深
尾
甚
左
衛
門
が
も
と
も
と
面
の
刻
銘
に
「蓬莱高近」とあったのを、『大野出目家伝書」に書き込みを行う際、片仮名に改めたという可能性は、特に想定しな
く
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
深
尾
が
目
に
し
た
能
面
に
「
ホ
ウ
ラ
イ
タ
カ
チ
カ
」
の
作
銘
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
蓬
莱
高近作の面が中央の能界にも伝わっていた可能性を示唆している。さらに、この面打が「蓬莱」姓を名乗っている事
実
は
、
六
作
の
一
人
と
さ
れ
る
「
宝
来
」
の
素
姓
を
考
え
る
上
で
も
、
き
わ
め
て
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
「
蓬
莱
」
姓
の
面
打
に
は
、
も
う
一
人
、
蓬
莱
永
近
と
い
う
人
物
も
い
た
ら
し
い
。
同
じ
く
後
藤
氏
が
『
中
世
仮
面
の
歴
史
的・民俗学的研究」（昭和六十二年。多賀出版）に、徳島県美馬郡中山路八幡神社の若い男面として紹介されているの
（ママ）
が、その蓬莱永近作の面である（現願勝寺蔵）。面裏に「蓬来民部承永近」「大永一一年一二月吉日」と刻銘がある（写真
３．４）。縦別・０×横ｕ・０×高さ６．５センチメートル。現状の彩色は後代に塗り重ねられたもので、もとの彩
色
層
の
上
に
下
地
を
施
し
、
そ
の
上
か
ら
白
色
系
の
彩
色
を
か
な
り
部
厚
く
塗
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
瞼
の
輪
郭
が
暖
味
に
な
っ
て
お
り、本来の表情を損ねているのが惜しい。おそらく江戸後期頃の補彩だろう。額には墨で眉を描いているが、これも
後
代
の
所
為
ら
し
く
、
眼
球
の
部
分
も
後
か
ら
大
き
く
割
り
貫
か
れ
て
い
る
。
と
も
に
、
こ
の
面
が
後
世
、
神
楽
面
と
し
て
用
い
ら
れ
て
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n打ホウライ考７
い
た
ら
し
い
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
ともあれ、この面は蓬莱永近なる人物の作であって、「大
永二年」という制作年代が明記されているのも大変貴重であ
る。先の蓬莱高近の刻銘と比較すると、それぞれの文字の字
体に非常によく似ているところがある一方で、「蓬莱」「蓬
来」の用字の違いなど、相違点も散見する。蓬莱永近作の若
い男面の而裏は、所々に縦の鉋月を残しているが、先の老女
面はほとんど鑿跡を残さないなど、作風にも若干の相違があ
り、現段階では、蓬莱永近と高近とは別人とするのが妥当で
はないかと思われる。しかし、Ⅲの裏の部分を木の葉型に彫
る
点
や
、
鼻
の
裏
の
部
分
を
、
頂
上
が
な
だ
ら
か
な
弧
を
描
く
二
等
辺
三角形に彫る点など、両者はきわめて似通った作風を示して
お
り
、
同
一
人
物
で
は
な
い
と
し
て
も
、
親
子
兄
弟
と
い
っ
た
、
き
わ
めて近しい関係の人物の作であるのは間違いないと思われる。
この蓬莱永近の作と思われる面が、岡山の林原美術館にも
伝わっている。「宝曲」の名で呼ばれている曲見の面で、備
前池田家伝来而の一つである（写真５．６）。「宝Ⅲ」の名は、
「宝来」作の曲見の意らしく、而裏の額の部分に「ホウライ
蟻
写真４ 写真３
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／ナカチカ作」と刻銘がある。この刻銘は漢字ではなく、片
８
仮名で刻まれているが、先の蓬莱永近と同一人物と見てよい
であろう。蓬莱永近作の若い男面と「宝曲」との間には、部
分的に縦の鉋目を残した鑿跡や、目の裏の木の葉型の割り方、
鼻の裏の彫り方など、多くの共通点が見出されるからである。
さらに、中村保雄「古面の美』（平成元年。鰻々堂）に紹介
されているホウライ作の尉面も、同じ作者のものとしてよい
であろう。この面はいまだ実見の機会を得ないが、面裏の額
部分に「ホウライ作」と刻銘があり、その字体は曲見の「ホ
ウラィ／ナヵチヵ作」と酷似する。写真で見る限り、裏の彫
り
に
も
、
先
に
指
摘
し
た
特
徴
が
当
て
は
ま
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
これに深尾本『大野出目家伝書』に「ホウライタカチカト面
ノうら一一有之」とある面を加えると、都合五面の「ホウラ
イ」「蓬莱」作の面の存在が確認されることになる。それら
の面を刻銘に基づいて整理すると、次のようになろう。
①「ホウライナカチ力作」と刻銘のあるもの
②
「
ホ
ウ
ラ
イ
作
」
と
刻
銘
の
あ
る
も
の
写真６ 写真５
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右
の
五
面
の
う
ち
、
③
は
深
尾
本
「
大
野
出
目
家
伝
書
』
の
情
報
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
刻
銘
で
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
仮
に
『
大
野
出
目
家
伝
書
」
の
書
き
込
み
の
通
り
、
「
ホ
ウ
ラ
イ
タ
カ
チ
カ
」
と
銘
が
刻
ま
れ
て
い
た
と
す
る
と
、
ホウライ作の面には、蓬莱永近の作と、蓬莱高近の作とがあり、それぞれに片仮名で刻銘をするものと、漢字で刻銘
す
る
も
の
と
の
両
様
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
刻
銘
の
差
異
が
意
識
的
に
使
い
分
け
ら
れ
た
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
特
に
大
き
な
意
味
が
な
い
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
制
作
年
時
の
相
違
に
拠
る
の
か
も
知
れ
な
い
し
、
あ
る
い
は
ま
た
別
の
理
由
に
拠
る
の
か
も
知
れ
ない。片仮名書きの（四。⑤の面が、いずれも能面として用いられたものであったのに対し、漢字書きの④⑤は、とも
に
地
方
に
伝
来
し
た
面
で
、
神
楽
面
と
し
て
用
い
ら
れ
た
可
能
性
も
想
定
さ
れ
、
そ
う
し
た
伝
来
の
差
異
が
、
刻
銘
の
表
記
と
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
断
定
す
る
に
は
、
伝
存
例
が
あ
ま
り
に
少
な
く
、
早
急
に
結
論
を
出
す
の
は
控
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
こ
れ
ら
の
伝
存
作
品
か
ら
、
蓬
莱
姓
の
面
打
と
し
て
、
蓬
莱
永
近
・
蓬
莱
高
近
と
い
う
人
物
が
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る。そして、④に見える大永二年の年記により、蓬莱永近が十六世紀前半に活動した面打であったことも知られる。
蓬
莱
高
近
も
、
お
そ
ら
く
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
活
動
し
た
面
打
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
『
仮
面
譜
』
は
面
打
「
宝
来
」
を
、
寛
政
九
年
か
ら
遡
る
こ
と
三
百
八
十
年
余
、
す
な
わ
ち
十
五
世
紀
前
半
の
人
物
と
す
る
。
そ
れ
と
は
お
よ
そ
一
世
紀
の
ず
れ
が
あ
る
が
、
『
仮
面
譜
」
を
は
じ
め
、
江
戸
期
の
面
打
に
関
す
る
名
譜
が
、
柱
々
に
し
て
室
町
期
に
活
躍
し
た
面
打
の
年
代
を
古
く
設
定
し
て
い
る
こ
と
を
も
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
、
「
仮
面
譜
』
や
『
面
打
秘
伝
書
』
な
ど
に
名
前
が
見
え
る
面
打
「
宝
来
」
が
、
蓬
莱
永
近
や
蓬
莱
高
近
の
こ
と
を
⑤④③
「
ホ
ウ
ラ
イ
タ
カ
チ
カ
」
と
刻
銘
の
あ
る
も
の
「蓬来」「永近」と刻銘のあるもの
「蓬莱」「高近作」と刻銘のあるもの
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１０
指している可能性はかなり高いといってよいであろう。
そこで注目したいのは、寛文十一年（’六七二の年数書がある『面之書』の諸本の中に、「十作外之上作」として、
「ほうらいなかちか」の名を挙げる伝本があることである。すなわち、大倉三忠氏蔵の『面之書』に、
翁
ノ
面
上
作
一弥勒’一公羽之作
と
あ
る
ほ
か
、
岡
康
文
写
十
作
外
之
上
手
「
ほ
う
ら
い
な
か
ち
か
」
十作外之上作
一
千
種
－
あ
や
か
し
一水原文蔵
一
慈
雲
院
一
蛙
之
面
一南都興福寺ノ知恩坊
一千種
あ
や
一一一一二
井
寺
之
僧
日
光四
一翁之面
水
原
五越前、水平寺僧西蓮
一
蛙
之
面
本
願
寺
下
八南都
興
福
寺
知
恩
坊
一ハ慈雲云院 岡
康
文
写
の
七本願
寺
下
問
少
進
二
有
之
四水原
文
蔵
一一あやか蕾●し
翁
ノ
面
上
作
一ほうらいｌかびかちか作
『仮面名目」（岡家蔵）にも、
一
三
井
寺
僧
日
光
一
翁
之
面
一越前永平寺之僧西蓮
本
願
寺
下
間
少
進
二
在
之
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11面打ホウライ考
以
上
の
如
く
、
能
役
者
の
間
で
知
ら
れ
て
い
た
「
ホ
ウ
ラ
イ
」
作
の
面
は
、
そ
の
多
く
が
「
ホ
ウ
ラ
イ
ナ
ヵ
チ
カ
」
「
ホ
ウ
ラ
イ
タ
ヵ
チカ」のように、仮名書きの刻銘を伴うものであった。そのために、「ホウライ」にどのような漢字を宛てるべきか、
後世に確かな伝承が伝わらなかった可能性が考えられる。寛文十一年の『面之書』が、平仮名書きでその名を挙げる
のに対し、大蔵虎明の『わらんべ草」には「保来」、喜多古能の「仮面譜』には「宝来」とあって、表記が一定しな
いことも、その宛字の不安定さを物語っていよう。一方で、「ホウライ」を「蓬莱」と記載した例も、若干ではある
が確認できる。例えば、貞享三年（一六八六）の大蔵大夫筆『面之書」（伊達家旧蔵。現能楽研究所蔵）は、「実作」と
し
て
太
子
・
弘
法
・
弥
勒
・
日
光
・
夜
叉
・
文
蔵
・
龍
右
衛
門
・
尺
鶴
・
増
阿
弥
・
氷
見
・
小
牛
・
福
来
・
石
王
兵
衛
・
千
種
・
徳
若
・
春若・越知・三光の名を列挙した後、「是右奥ハ中作」として「蓬莱」と「越前打」とを挙げている。この「蓬莱」
がホウライのことであり、江戸期の資料の中で、面打ホウライの名前を正しく記載した数少ない事例として注目され
る
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
が
先
に
紹
介
し
た
よ
う
な
「
蓬
来
永
近
」
「
蓬
莱
高
近
」
刻
銘
の
面
の
存
在
を
知
っ
た
上
で
の
処
置
な
の
か
は
、
十
一
ほ
う
ら
い
な
か
少
ら
か
作
と
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
最
後
の
行
に
「
ほ
う
ら
い
な
か
ち
か
」
と
見
え
る
。
そ
の
す
ぐ
前
の
箇
所
に
「
弥
勒
翁
之
作
」
と
あ
る
の
と
対応させると、「ほうらい」という面打が「なかちか」という面を作ったとも解せられる記事であるが、おそらく、
この「ほうらいなかちか」は蓬莱永近であって、「なかちか」が諄であることが分からなくなってしまったために、
右のような書き方となったのであろう。また、その「ほうらい」にも「なかちか」にも、特に漢字が宛てられていな
いところを見ると、「ホウライ／ナカチカ作」と仮名書きの刻銘がある面の存在を踏まえて、この記事が書かれてい
一弥勒
一
ほ
う
ら
い
と
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
いところを見ると、「ホウラ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
如
く
、
能
役
者
の
間
《
チ
カ
」
の
よ
う
に
、
仮
名
書
き
（
九公羽之作
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こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
江
戸
期
の
面
打
の
名
譜
が
伝
え
る
ホ
ウ
ラ
イ
と
い
う
面
打
は
、
十
六
世
紀
前
半
に
活
躍
し
た
蓬
莱
永
近
・
蓬
莱
高
近
を
指
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
蓬
莱
の
事
蹟
に
つ
い
て
、
能
楽
資
料
の
側
か
ら
は
、
こ
れ
以
上
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
甲
冑
師
関
係
の
資
料
に
、
蓬
莱
の
事
蹟
解
明
に
つ
な
が
る
情
報
が
い
く
つ
か
見
出
さ
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
も
そ
も
筆
者
が
面
打
蓬
莱
と
甲
冑
師
と
の
関
係
に
思
い
至
っ
た
の
は
、
甲
冑
研
究
者
の
小
田
満
博
氏
が
所
蔵
さ
れ
る
「
蓬
莱
永
近
」
作
の
面
頬
の
情
報
を
、
た
ま
た
ま
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
発
見
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
た
だ
ち
に
、
徳
島
県
美
馬
郡
中
山
路
八
幡
神
社
の
若
い
男
面
に
「
蓬
来
民
部
承
永
近
」
の
刻
銘
が
あ
る
こ
と
が
想
起
さ
れ
、
両
者
が
同
一
人
物
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
小
田
氏
が
所
蔵
さ
れ
る
面
頬
は
、
頬
と
顎
の
部
分
に
梅
の
枝
の
浮
彫
を
あ
し
ら
い
、
耳
の
部
分
に
は
花
紋
の
透
か
し
彫
り
を
施
し
た
、
実
に
装
飾
的なもので（写真７）、これは蓬莱派の面頬の特徴でもあるという。裏面は全面に朱漆を施すが、両耳の部分のみ四角
く朱漆を施さずに残し、そこに「蓬莱」「永近作」と刻銘がある（写真８．９）。その書体は、若い男面の刻銘と酷似
し
て
お
り
、
両
者
が
同
一
人
物
で
あ
る
の
は
ま
ず
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
蓬
莱
の
作
に
な
る
面
頬
に
は
、
他
に
飯
田
一
雄
氏
所
蔵
の
鉄
地
黒
漆
塗
据
文
面
頬
も
あ
る
。
飯
田
氏
の
著
書
『
甲
冑
面
も
の
の
ふ
の
仮装』（平成三年。刀剣春秋新聞社）に図版入りで紹介されるもので、右の蓬莱永近作の面頬と同じく、表面に梅枝の
浮
彫
を
あ
し
ら
い
、
裏
面
の
耳
の
部
分
に
「
蓬
莱
」
「
代
三
百
疋
」
と
刻
銘
が
あ
る
。
そ
の
「
蓬
莱
」
の
書
体
は
、
や
は
り
若
い
男
面
と
き
わ
め
て
よ
く
似
て
お
り
、
同
一
人
物
の
作
の
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。
一
方
で
、
「
蓬
」
の
字
は
、
「
蓬
莱
／
高
近
作
」
の
老
女
面
の
刻
今一つはっきりしないのである。
三
、
面
頬
師
蓬
莱
と
の
関
係
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銘とも酷似しており、あるいは蓬莱高近の作であるとも考え
られるが、いずれにせよ、これが蓬莱派の面頬師の作である
のは間違いない。その他、『明珍家頬当秘図」（京都大学図書
館蔵）など、様々な面頬の図を収めた江戸期の文献資料にも、
蓬莱永近作の面頬の同が挙がっており、蓬莱永近が而頬師と
して数多くの面頬を残していたことが知られるのである。
飯田一雄氏「甲胃而もののふの仮装』が指摘するように、
面頬の中には能面の型を用いたものが散見する。筆者も以前、
ニューヨークのメトロポリタン美術館で翁而そのままの姿を
写真７
Ｉ「１
ｒ
Ｉ
Ｂ
Ｆ
－
￣
写真９ 写真８
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した総面頬に出会ったことがあるが、面頬が武士の顔を保護する一種の仮面であり、また鋳造に際して木型が作成ざ
４１
れたことを思えば、面頬師がその余技として、能面の制作にも携わっていたというのは十分に考えられる｝」とであろ
う
。
近
江
の
面
打
・
井
関
家
は
も
と
も
と
鞍
打
の
家
系
で
、
能
面
制
作
の
傍
ら
、
鞍
打
と
し
て
活
動
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
し
、
大
野出目家の祖・出目是閑も、「出目由緒書」（東北大学付属図書館蔵）に、「天正中京都二住居仕、大閤秀吉公鎧師二御
座
侯
処
、
御
面
打
二
相
成
」
と
あ
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
甲
冑
師
で
あ
っ
た
と
伝
え
る
。
そ
う
し
た
事
例
か
ら
も
、
面
頬
師
の
蓬
莱
が
能
面制作に従事していた可能性はきわめて高いといえよう。
そ
の
蓬
莱
永
近
の
事
蹟
に
つ
い
て
、
甲
冑
関
係
の
資
料
は
ど
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七一浬議燗護源加護識Ⅱ即久［蓬莱太郎旱永近（永禄比・或ｈ蓬莱民部藤原永近とあり字
ホ
ウ
ラ
イ
然ではない。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
蓬
莱
は
加
賀
を
拠
点
と
す
る
甲
冑
師
の
家
系
で
あ
り
、
永
禄
頃
に
蓬
莱
永
近
な
る
人
物
が
い
る
と
い
う
。
こ
の
永
近
が
能
面
を
も
残
し
て
い
る
蓬
莱
永
近
そ
の
人
で
あ
る
こ
と
は
、
右
に
「
或
ハ
蓬
莱
民
部
藤
原
永
近
と
あ
り
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
名
乗
り
が
、
先に取り上げた若い男面の刻銘「蓬来民部承永近」と近似することからも、確実といえよう。その若い男面は大永二
年（一五二二）の作で、永禄（一五五八～七○）とは若干の開きがあるが、永近が永禄初年頃の没とすれば、決して不自
また、享保四年写「明珍家系図」（内閣文庫蔵。『位階表』に合綴）には、次のようにある。
成
国
［
次
郎
大
夫
。
延
徳
ノ
比
。
星
冑
多
シ
。
中
作
。
義
久
子
。
蓬
莱
先
祖
］
成
国
［
平
大
夫
。
相
州
酒
川
二
住
ス
。
天
文
ノ
比
。
成
国
子
。
後
ノ
成
国
卜
云
。
星
冑
多
シ
。
中
作
］
国
近
［
蓬
莱
三
郎
］
等
也
」
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１５面打ホウライ考
国
近
［
平
蔵
。
其
父
師
ト
モ
ニ
不
詳
。
然
ト
モ
支
流
ハ
慥
ナ
リ
。
上
手
］
国久［蓬莱次郎。国近子。加州上州二住ス］
永近［平内。加州金沢二住ス。永禄ノ比。上作］
国
通
つ
作
近
）
［
蓬
莱
三
郎
。
憲
国
弟
子
。
上
作
。
頬
上
手
］
こ
こ
に
は
、
甲
冑
師
と
し
て
著
名
な
明
珍
家
の
分
脈
支
流
と
し
て
ま
ず
、
相
模
・
上
野
で
活
動
す
る
蓬
莱
の
一
族
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
支
流
と
し
て
、
加
賀
に
住
む
蓬
莱
の
一
派
の
系
図
が
挙
が
っ
て
い
る
。
蓬
莱
高
近
の
名
は
、
こ
こ
に
は
な
い
が
、
加
賀
蓬
莱
は
「
近
」
字
を
代
々
襲
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
一
族
と
見
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
『
明
珍
家
系
図
」
に
よ
る
と
、
蓬
莱
永
近
は
加
賀
金
沢
の
住
で
あ
る
と
い
う
Ｐ
永
近
が
加
賀
の
甲
冑
師
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
『
本
朝
武
林
原
始
」
に
も
明
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
の
文
献
に
も
異
説
を
見
な
い
か
ら
、
一
応
信
頼
し
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
能
面
関
係
の
資
料
は
、
「
宝
来
」
を
「
大
和
ノ
国
ノ
住
人
」
と
す
る
も
の
が
多
い
が
、
そ
の
信
瀝
性
は
低
い
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
蓬
莱
永
近
が
加
賀
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
を
具
体
的
に
示
す
資
料
は
、
今
の
と
こ
ろ
見
当
た
ら
な
い
が
、
隣
国
の
能
登
七
尾
府
中
の
大
地
主
神
社
に
「
蓬
莱
出
雲
守
国
近
作
」
の
山
王
廿
一
社
神
楽
鈴
が
現
存
し
、
北
陸
に
お
け
る
蓬
莱
の
活
動
の
痕
跡
を
辿
る
こ
と
が
出
来
る
。
米
原
正
義
氏
「戦国武士と文芸の研究』（昭和五十一年。桜楓社）によれば、蓬莱国近は「駿河の刀鍛冶で、のち春田鍛冶となって
能
州
に
居
住
し
、
巫
女
鈴
を
造
っ
た
」
人
物
と
し
て
、
『
能
登
志
徴
』
巻
一
下
羽
咋
郡
子
浦
村
条
に
そ
の
名
が
見
え
る
ほ
か
、
正
徹
の
高
（中略）
国近一
国久一
永近一
成
近
［
八
郎
。
上
州
白
井
二
住
ス
。
元
亀
・
天
文
ノ
比
。
成
国
子
。
星
冑
多
シ
。
上
作
］
成
重
［
蓬
莱
大
郎
。
上
州
八
幡
二
住
ス
。
天
文
・
永
禄
ノ
比
。
成
近
子
上
作
冑
ナ
リ
。
義
弘
ニ
似
タ
リ
。
細
工
見
事
ナ
リ
。
コ
マ
カ
ナ
ル
星
冑
多
シ
・
筋
星
希
ナ
リ
。
世
上
ニ
ニ
ラ
山
ト
云
ハ
コ
レ
ナ
リ
］
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１６
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
①江戸期の面打名譜に名前が見える「宝来」は、正しくは「蓬莱」であると考えられる。
②「蓬莱」を姓とする面打として、蓬莱永近・高近が確認される。
③蓬莱永近の活動期は十六世紀前半で、蓬莱は面頬の制作を本職とする甲冑師であった。
④
蓬
莱
永
近
の
一
族
は
能
登
・
加
賀
を
拠
点
に
活
動
し
、
神
楽
鈴
の
制
作
に
も
携
わ
っ
て
い
た
。
以
上
で
、
面
打
「
ホ
ウ
ラ
イ
」
の
実
像
は
か
な
り
具
体
的
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
考
察
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
そ
の
ホ
ウ
ラ
イ
作
の
面
が
、
能
面
の
歴
史
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
室
町
・
戦
国
期
に
活
躍
し
た
面
打
の
多
く
は
確
実
な
真
作
と
呼
び
う
る
も
の
が
非
常
に
少
な
い
。
そ
こ
か
ら
能
面
作
弟招月庵正広の歌集「松下集」にも、「国近と云者」が、能登に下向した正広に渡唐天神絵像の賛を求めた由が見え
る
と
い
う
。
こ
の
蓬
莱
国
近
が
、
先
の
「
明
珍
家
系
図
」
に
加
賀
蓬
莱
の
祖
と
し
て
見
え
る
蓬
莱
国
近
と
同
人
で
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
くない。蓬莱国近をもと駿河の刀鍛冶とする点や、彼を能登の住人とする点など、いくつか伝承に揺れが見られるが、
国
近
が
北
陸
を
拠
点
と
す
る
職
人
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
は
一
致
す
る
。
そ
の
国
近
が
制
作
し
た
大
地
主
神
社
の
神
楽
鈴
に
は
「
永
正
十
三年四月吉日」の奉納銘があるが、国近の次の世代と目される蓬莱永近が大永二年作の能面を残していることとも、
年
代
的
に
符
合
す
る
。
な
お
、
米
原
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
『
石
川
県
銘
文
集
成
中
世
金
石
文
編
」
八
七
号
に
、
延
徳
四
年
二
四
九
三
五
月
十
一
日
、
蓬
莱
掃
部
国
近
作
の
稲
荷
大
明
神
神
楽
鈴
（
京
都
市
蜷
川
家
蔵
）
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
っ
て
、
加
賀
あ
る
い
は
能
登
を
拠
点
と
す
る
蓬
莱
一
族
の
活
動
期
も
、
あ
る
程
度
、
特
定
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
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１７面打ホウライ考
家としての個性を明らかにし、その作風を云々することは困難を極めるが、二、一一一面とはいえ、確実な作品が知られ
る
ホ
ウ
ラ
イ
の
例
は
、
ま
こ
と
に
稀
有
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
と
い
え
る
。
加
え
て
、
ホ
ウ
ラ
イ
が
活
躍
し
た
十
六
世
紀
前
半
は
、
能
面
の
様
式
が
次
第
に
整
い
つ
つ
あ
る
過
渡
的
状
況
に
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
能
面
の
様
式
が
い
つ
頃
確
立
し
た
の
か
を
知
る
上
で
も
、
ホ
ウ
ラ
イ
作
の
面
は
、
す
こ
ぶ
る
貴
重
な
材
料
た
り
う
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
後
世
に
お
い
て
、
ホ
ウ
ラ
イ
と
い
う
面
打
が
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
た
か
を
確
認
し
て
お
く
。
『
大
野
出
目
家
伝
書
」
は
、
「
宝
来
」
に
つ
い
て
、
「
尉
ノ
類
、
あ
や
か
し
ノ
類
、
女
面
ニ
モ
作
有
、
其
外
何
レ
ニ
モ
作
多
シ
」
と
記
し
て
お
り
、
ホ
ウ
ラ
イ
が
尉
・
怪
士
・
女
面
な
ど
、
多
様
な
種
類
の
面
を
作
っ
た
面
打
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
現
存
の
蓬
莱
永
近
・
蓬
莱
高
近
作
の
面
が
、
老
女
面
。
若
い
男
面
・
尉
面
・
女
面
と
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
点
と
も
符
合
す
る
。
と
り
わ
け
、
ホ
ウ
ラ
イ
の
作
面
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
女
面
の
系
統
で
あ
り
、
出
目
仲
満
志
の
『
謡
曲
仮
面
抄
』
（
能
楽
研
究
所
観
世
新
九
郎
家
文
庫
蔵
）
に
「
蓬
莱
女
宝
来
打
始
シ
ニ
依
テ
名付也。故二宝来女ト書ガ本字ナリ」とあるように、作者の名を冠して「蓬莱女」（宝来女）と呼ばれる型を創作した
ことが知られている。この「蓬莱女」（宝来女）は増女の類面で、現三井文庫蔵の伝宝来作の宝来女が有名であるが、
面
裏
の
彫
り
に
は
本
稿
で
見
て
き
た
よ
う
な
蓬
莱
の
特
徴
が
ま
っ
た
く
見
ら
れ
ず
、
こ
れ
を
蓬
莱
女
の
基
準
作
と
見
な
し
、
蓬
莱
の
作
風
を
云
々
す
る
の
に
は
適
当
で
は
な
か
ろ
う
。
蓬
莱
女
の
基
準
作
と
し
て
、
私
が
む
し
ろ
注
目
し
た
い
の
は
、
鎮
仙
会
所
蔵
の
増
女
で
あ
る
。
こ
の
増
女
に
は
、
一
般
的
な
増
女
に
見
ら
れ
る
強
い
意
志
の
よ
う
な
も
の
は
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
ず
、
寂
し
さ
す
ら
漂
わ
せ
る
独
特
の
面
で
あるが、その面裏には、次のような朱漆銘が書かれている（写真Ⅲ．Ⅱ）。
享
保
十
七
壬
子
二
月
出
来
本
面
宝
来
作
出
目
甫
閑
直
二
写
之
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1８
右
の
朱
漆
銘
は
、
鳥
取
瀞
池
田
家
旧
蔵
面
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
も
のと同種で、この面が鳥取藩の旧蔵であったことを物語って
い
る
。
そ
の
朱
漆
銘
に
よ
る
と
、
こ
の
面
は
出
目
爾
閑
の
作
で
、
喜
多
家にある「宝来作」の本面の写しであるという。残念ながら、
その本面の方は現在行方が知れないが、右に「直一一写之」と
あ
る
こ
と
か
ら
、
喜
多
家
の
本
而
の
忠
実
な
写
し
と
見
て
差
し
支
え
な
いであろう。特筆すべきは、この面の面裏に、先に指摘した
蓬莱永近作の而裏と共通する特徴が見出されることである。
全体に堅の鉋Ⅲが見られる点、眼穴のⅡ尻にあたる部分が
尖
っ
た
木
の
葉
型
に
彫
ら
れ
て
い
る
点
、
面
裏
全
体
が
黒
漆
で
塗
ら
れ
て
い
る
点
、
な
ど
が
そ
の
共
通
点
で
あ
り
、
こ
の
面
が
「
直
写
し
」
の
面であることを踏まえるならば、面裏にも本面の特徴が精確
に
写
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
か
な
り
高
い
と
い
っ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
喜
多
家
が
か
つ
て
所
蔵
し
て
い
た
本
面
が
蓬
莱
永
近
の
真
作
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
と
と
も
に
、
本
而
喜
多
十
太
夫
家
ニ
ア
リ
増
女
緯鶴
i璽毫鯛国塵鐙檸睾皇
賎望j色濃）
』
写真1］ 写真1０
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１９面打ホウライ考
そ
の
忠
実
な
写
し
で
あ
る
鏡
仙
会
所
蔵
の
増
女
が
、
蓬
莱
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
と
い
う
蓬
莱
女
の
面
影
を
最
も
よ
く
伝
え
る
貴
重
な
作
例
た
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
増
女
が
、
す
で
に
能
面
の
女
面
と
し
て
、
非
常
に
高
い
完
成
度
を
誇
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
林
原
美
術
館
蔵
の
「
宝
曲
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
曲
見
面
も
そ
う
で
あ
り
、
蓬
莱
の
時
代
に
、
女
面
の
様
式
が
次
第
に
完
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
、
こ
れ
ら
の
面
は
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。
中
山
路
八
幡
神
社
の
若
い
男
面
、
酒
田
市
・
伊
藤
家
蔵
の
老
女
面
も
、
現
在
の
能
面
の
様
式
か
ら
は
明
確
な
分
類
が
難
し
い
点
も
あ
る
が
、
す
で
に
い
か
に
も
能
面
ら
し
い
繊
細
な
表
現
が
な
さ
れ
て
お
り
、
蓬
莱
と
い
う
面
打
が
能
面
の様式形成にきわめて大きな役割を果たした可能性を示している。その蓬莱が面頬の制作を本職とする甲冑師であっ
た
と
い
う
点
も
、
能
面
の
制
作
背
景
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
問
題
を
提
示
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら
あ
ら
た
め
て
能
面
の
形
成
史
を
捉
え
直
す
試
み
が
今
後
求
め
ら
れ
よ
う
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
全
て
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
、
ひ
と
ま
ず
ホ
ウ
ラ
イ
に
つ
い
て
の
考
察
を
終
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
（付記）
面
頬
の
作
者
で
あ
る
蓬
莱
永
近
が
、
同
時
に
能
面
を
も
打
っ
て
い
た
と
す
る
本
稿
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、
筆
者
の
教
示
に
よ
る
と
し
て
、
見
市
泰
男
氏が「能面考（六）」（『観世』平成十二年六月号）で発表されている。しかし、その後、いくつかの新しい材料を見出したので、今回あ
ら
た
め
て
論
文
に
ま
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
従
っ
て
、
本
稿
の
冒
頭
に
、
宝
来
の
事
蹟
に
つ
い
て
何
一
つ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
、
と
し
た
の
は
、
「見市氏の論稿が発表される以前は」、という限定付きであることを断っておきたい。本稿に掲載した写真のうち、願勝寺蔵の若い男面、
小
田
満
博
氏
蔵
の
面
頬
の
写
真
は
、
と
も
に
見
市
氏
の
提
供
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
末
筆
な
が
ら
、
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
本
稿
は
科
学
研
究
費
補助金基盤（Ｂ）「能・狂言面の創出と派生に関する学際的研究」（課題番号２３３２００５６，２０１１～２０１４年度、研究代表
者
・
大
谷
節
子
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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